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序 文

この東裏遺跡は,地 主の長塚二郎氏が水 田に山土 を客

土 した際に発見 し,そ の後,井 戸掘 り作業 中に大量の土

器片の出土が あ り,重 要な遺跡であることが判 明した。

それよ り学術 的な解 明を待たれていたが,今 回,町 教

育委員会が主体 とな り,坂 城高校教頭の小林幹 男先生 を

団長にお願いし調査団を組織 し,地 主,地 元区民の皆 さ

んの ご協力 を得て発掘 を行 った ものである。

豊かな稔 りをもたらす母なる千曲川,そ の自然堤防の

後背地に営 まれた先人の生活文化 と,そ の知恵の一端 を

知 ることがで きた。

今 回の学術調査 を機 に,さ らに埋蔵文化財の所在 を確

認 し,こ れ らの記録 を残 してい く所存 である。

この報告書 をもとに,広 く町民に出土品 を公開 して,

文化財保護思想の普及高揚 と,そ の継承者の育成 を図 り,

明 日の坂城町の文化創 造 を期待す るものである。

発刊にあた り,こ の調査に ご協力 を賜 った関係各位に

心か ら感謝 を申しあげる次第である。

昭和59年1月

坂城町教育委貝会
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1は じめ に

東裏遺跡は,な がい歴史の中で,深 く土中に埋 もれ,昭 和31年 刊行の 『信濃史料』第1巻 遺跡

地名表にも,そ の名は記されていない。地主の長塚二郎氏の話によれば,昭 和48年,水 田を花 き

栽培の畑地にするため,肥 沃な土壌 をブル トーザーで深 く削って,山 の土 を客土 し,床 あげをし

た とき,か な りの土器が出土 した。そ して,さ らに昭和52～53年 に,畑 地 となった耕地の東南隅

に井戸 を掘 った ところ,大 量の土器片が出土し,そ の北西方か らも大型の須恵器片が発見された

という。これらの出土品は,発 見場所別に区分されて,長 塚氏宅に保存されているが,そ の学術

的な紹介は,先 学諸兄によって,昭 和56年4月 発行の 『坂城町誌』中巻歴史編←うに詳述されてい

る。 しか し,こ れ らの発見は,い ずれ も偶然の機会になされたものであり,遺 物 を包含する地層

や,そ の層序,遺 跡の範囲,年 代や性格などの解明が課題 として残された。

今回の調査は,こ れらの点を解明し,保 存協議の資料 とするため,坂 城町教育委員会が調査の

主体 となり,地 主の長塚二郎氏 をは じめ,坂 城町郷土史研究会,坂 城高等学校地歴同好会員,

地元有志の皆さんの絶大な御協力と,坂 城町教育委員会事務局の皆さんの周到な準備 ・企画 ・御

尽力によって実施されたものであ り,関 係各位の御協力に対 し,心 か ら敬意を表す る次第である。

調査団の構成(敬 称略)

顧 問

調査団長

調査主任

調 査 員

調査補助員

調査協力員

(接 待)

事 務 局

教育長 竹内良弘 鼠区区長 玉井文雄 学識者 吾妻良秋

小林幹男(日 本考古学協会員 ・日本人類学会貝)

宮沢政司(坂 城町教育委員会文化財担当者)

坂城町文化財保護審議委員 柳沢文治 山崎俊一 宮山芳雄

坂城町郷土史研究会員 竹内清男 竹内好武 中村公義 春 日義雄 春日文雄

坂城高等学校地歴同好会員 高井智章 小山 朗 塩入倫江 本間大介 宮川秀一

福島俊男 滝沢勝子

長塚二郎 赤池

寅男 吾妻正一

長谷川義人 西

沢良平 高井

泉 西沢寛吾

中村仲夫 中村

良治 竹内茂春

婦人会鼠役員

社会教育課長

山田博通

同係長田中正雄
第1図 東裏遺跡の発掘調査風景
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II調 査 の 経 過

昭和58年2月8日 付で,文 化財保護法第98条 の2第1項 の規定に基づ き,「埋蔵文化財包蔵地東

裏遺跡の発掘調査について(通 知)」を文化庁長官あて提出し,現 地調査は,昭 和58年3月10日 か

ら3月31日 までとした。

○ 発掘調査予定地に関する届出の概要

地 字 地 番 面 積 遺跡の種類 現 状

坂城町大字南条 字 東裏653番 地 929mZ 包 蔵 地 水 田

発掘調査の全面的着手は,3月20日 か らとし,そ れ以前に遺跡 とその周辺の全体測量,グ リッド

の設定,予 備調査などを行い,調 査方法等について,最 終的な検討を加えた。グリッドの設定は,

調査区域が花 き栽培のハ ウス内にあるため,支 柱部分 を避け,お よそ東西方向に3×3-mの グリ

ッドを17,南 北に平行 してA・Bの2列 配置 し,南 列 をA1-17,北 列をB1-17と した。しか

し,今 回の調査で発掘 を完了したのは,A-2(東 側へ1m拡 張)・5・8・11の4グ リッド及

び.__.部拡張区の39m2で ある。

東裏遺跡は,千 曲川の氾濫によって形成された沖積地に立地し,覆 土の地層が複雑に入 り組み

また,か な りの厚 さがあり,A-2グ リッ ド及びその拡張区からは豊富な遺物を検出することが

できた。 これらの状況か ら,発 掘グリッド数 をしぼ り,地 層の精査によって包含層 と出土遺物の

種類を明確に把握 し,ま た,沖 積層中の遺構の確認にも鋭意努力することにした。この結果,既

出遺物の整理の うえで,課 題 として残されていた遺物含有層など,地 層 ・遺物の層序関係,遺 跡

の年代や性格の解 明については,ほ ぼ目的 を達することができた。遺跡の範囲については,覆 土

が厚 く,さ らに水 田であること,圃 場整備事業によって,原 地形が大きく変化 していることな ど

第2図 東裏遺跡調査区全測図11000

もあって,十 分な確認はできなかった。

土地関係者の所見 を総合 して判断する

と,第3図 に示す南北におよそ100m

東西におよそ90mの 範囲と考 えられる。

しか し,弥 生後期 の遺跡については,

厳宿遺跡 と連続している可能性 もある。

出土遺物の整理ほ,教 育委員会事務

局 と坂城高等学校地歴同好会が放課後

や夏季休業 を利用 して行い,昭 和58年

8月 末には完了し,実 測図を作成して,

全資料 を9月,坂 城町教育委員会に移

した。
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III遺 跡 の立 地 と環 境

東裏遺跡の立地は,『坂城

町誌』が 「南条自然堤防の

後背湿地の,ほ ぼ中央微高

地」 とし,『長野県史』考古

資料編←)では,「中州」 とし

ている。

しか し,自 然堤防上の遺

跡 とされている厳宿 ・百々

目利 ・新地の弥生後期の遺

物は,現 地表から約150cm

の下層で発見されてお り,

東裏遺跡でも同期の遺物が

床 あげされた現地表か ら約

145～155cmの 地層で検出さ

れている。また,微地形や両

遺跡の位置関係からみても,

両者の立地 を区分する理由

が見当たらない。 第3図 東 裏遺 跡 と周辺 の遺 跡110,000× 調 査地 区

従 って,弥 生 後 期 の こ ろ1東 裏2嵐 宿3百 々 目利4新 地5田 町

に は,自 然 堤 防 の 脊 梁 部 が6廻 り目7田 端8南 条 小学校 敷地9山 金井

国 道18号 線 の付 近 に あ り,東 裏 遺 跡 は そ の 東 端 部 に 立 地 して い た と考 え られ る。 そ して,古 墳 時

代 後 期 に は,東 裏 遺 跡 の生 活 面 の レベ ル が30～60cm高 くな っ て い る。 お そ ら く,こ の こ ろの 自然

堤防の脊梁部はやや東に寄 り,東 裏遺跡は,そ の

中心部分に立地し,こ の地域の代表的遺跡であっ

たと思われる。

遺跡の東南方から北方にかけては,千 曲川の氾

濫によって育 まれた肥沃で日当た りのよい生産面

の後背湿地が発達 し,古 代村落の経済力,生 活の

基盤を支え,さ らに悠揚 と流れる千曲川の流れが,

豊かな幸をもたらし,東 南方に迫る川東山脈 と広

大な山麓台地が,山 の恵みを与 えていたのであろ

う。 第4図 検出された土師器
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IV'調 査 坑 と土 壌 の堆 積 状 態

調 査 坑 は,か な り深 い と想 定 さ れ た遺 物 包 含 層 の精 査 を容 易 にす るた め,3×3mの 規 模 と し

た 。 また,調 査 の 範 囲 をで き る だ け 広 く し,さ らに排 土 の処 理 も考 え て,3グ リッ ドに1の 割 合

で,ま ず 発 掘 作 業 を行 い,必 要 に 応 じて拡 張 す る こ と に した(第2図)。A-1グ リッ ドの 南 東 部

は,昭 和52年 の 井 戸 掘 削 工 事 の 際 に,大 量 の 遺 物 を 出土 し た。 しか し,工 事 に よ る 地 層 の 破 壊 及

び撹 拝 が 予 想 され た の で,A-2グ リ ッ ドを基 準 に し て 発 掘 調 査 に 着 手 す る こ と と した 。 こ のA

-2グ リ ッ ド北 側 のB-2グ リッ ドか らは
,か って 大 量 の 大 型 須 恵 器 片 を出 土 して い る。

各 グ リ ッ ドの 地 層 の プ ロ フ ィル を概 観 す る と,表 土(耕 土),第2～4層 の シ ル ト埴 土,第5～

7・8層 の シ ル ト質 埴 壌 土,第9層(第8層)の シ ル ト埴 土,さ ら に下 層 の シ ル ト埴 壌 土 が,地

点 に よ っ て 複 雑 に 変 化 しな が ら堆 積 して い る 。

表 土 層 は,20～30cmで,そ の 下 層 に客 土 した 山地 の粘 性 の 強 い埴 土 が,表 土 及 び 第2・3層 を

削 っ て,0～40cm堆 積 して い る(第6～8図b)。 この 客 土 に よ っ て,第2・3層 は か な り破 壊 さ

れ て い る が,茶 褐 色 及 び 黄 褐 色 を呈 し,灰 褐 色 の 第4層 と と もに,水 田利 用 の 灌 概 用 水 の 影 響 で

斑 紋 を もつ ほ ぼ 同 じ土 壌 組 成 の シ ル ト埴 土 層 で あ る 。 こ の 地 層 は,現 地 表 か ら20～60cmぐ らい の

厚 さ で 堆 積 して い るが,遺 物 は含 ん で い な い 。

こ の 下 層 の シル ト質 埴 壌 土 層 は,50～60cmの 厚 さ が あ り,そ の 間 に2～4層 が 堆 積 して い る 。

A-2グ リ ッ ドで は,そ の 最 上 層 か ら古 墳 時 代 後 期 後 半 の 土 器 を少 量 検 出 して い る 。 しか し,こ

の遺 跡 の 主 体 と考 え られ る古 墳 時 代 後 期 前 半 の 遺 物 包 含 層 は,最 下 層 の現 地 表 か ら70～120cmの

地 層 で,東 に 寄 る に従 って 深 い 位 置 か ら検 出 さ れ て い る 。 す な わ ち,A-8グ リ ッ ドで は,現 地

表 か ら70～100cm,A-5グ リ ッ ドで は100～110cm,A-2グ リ ッ ドで は100～120cmの 範 囲 で,か

な りの 遺 物 が 検 出 さ れ,A-11グ リ ッ ドの 包 含 層 も,A-8グ リッ ドとほ ぼ 同 じ レベ ル の地 層 で

あ る。

こ の 遺 物 包 含 層 の 底 面 は,

粘 性 の 強 い シル ト埴 土 で堅

く,配 石 や 柱 穴 の 存 在 か ら

遺 構 の床 面 と考 え られ る。

A-2グ リ ッ ドで は,こ

の 下 層 の20～30cmの シ ル ト

層 の 下 層 に,弥 生 後 期 か ら

古 墳 時代 前 期 の遺 物 を微 量

出 土 す る包 含 層 が10～15cm

あ り,さ ら に そ の 下 層 に粘

性 の 強 い 層 が あ る 。 第5図 東裏遺跡調査区の遠景
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第6図A-2グ リッ ド実 測 図

1a遺 構平 面 図

lb東 壁 断面 図

第7図A-5グ リッ ド実 測図

2a遺 構 平面 図

2b西 壁 断面 図
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第8図A-8グ リッ ド実 測 図

3a遺 構 平画 図

3b西 壁 断面 図

3c西 壁 断面

3C西 壁 断面

第9図A-11グ リッ ド実 測 図

4a遺 構 平面 図
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V検 出 さ れ た 遺 構 と 遺 物

1遺 構

今回の調査で検 出された遺構は,シ ル ト質埴壌土層の最下層で検出された古:墳時代後期前半の

配石遺構で,他 の地層では全 くみられなか った平 らな河原石が用いられている。しか し,調 査期

間等の関係で,今 回は調査坑内の状況を記録するにとどめた。

(1)A-2グ リッドで検出された遺構(第6図1a)

グ リッ ド南壁中央に1個,北 壁寄 りに2個,長 径30cm,短 径18～23cmほ どの上面が平 らな方形

の河原石 を置 き,そ の内側に径15cm,深 さ21cm及 び径22cm,深 さ33cmの1柱 穴と,径10～12cm,深

さ15cmほ どの小ピット2個 をもつ遺構が検出された。

そして,こ の配石 と柱穴の東側からは,完 形品を含む土師器と鉄鎌,滑 石製小玉 などが大量に

出土 した。また,そ の床面は,堅 く締 り,ほ ぼ水平であったが,グ リッド壁面の精査によって も

堅穴の壁は認め られなかった。

(2)A-5グ リッドで検出された遺構(第7図2a)

西北側の約3分 の2が 破壊 されてお り,南 東部分の精査によって,こ のグリッドでも,長 径38

cm,短 径25cmの 上面平 らな河原石を検 出した。床面は堅 く締 り,水 平であった。

(3)A-8グ リッドで検出された遺構(第8図3a)

グリッ ド北西部分から,26×19cm,36×25cm,44×30cmの 上面平 らな楕円形の河原石が検出さ

れ,そ の東側中央から小動物の骨片が出土 した。 また,南 東隅からは,甕 形 土器の大破片が検出

され,床 面は堅 く締 り,水 平であった。

(4)A-11グ リッ ドで検 出された遺構(第9図)

グリッドの南西隅 と北西隅,北 東隅に,径 およそ20cm,深 さ30cmほ どの柱穴 を検出 し,さ らに

南壁中央寄 りに径24cm,深 さ36cmの 柱穴 と,そ の北西側に,径40×55cmの 厚 い焼土層を検出した。

遺物の出土状態や柱穴の配置から推考 して,検 出されたのは遺構の南東側の部分 と考 えられ,径

5m前 後の円形,あ るいは隅丸方形の住居跡 と思われる。床面は水平で,堅 く締った粘性の強い

シル ト埴土であった。

2出 土 遺 物

今 回の調査で検出された遺物は,弥 生時代から古墳時代へ と移行する時期の土器(第10図4～8)

が,A-2グ リッド最下層の包含層か ら微量検 出され,そ の上層の包含層から古墳時代後期前半

の土師器及び少量の須恵器,鉄 鍛1(第10図1),小 玉2(第10図2・3)な どが発見され,他 の3

グリッ ドか ら検出された遺物 も,こ の時期のものである。さらに最上層の包含層か らは,古 墳時

代後期後半 と推定される土師器片が検出されている。

(1)甕 形土器(第11・12・13図)
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完 形 品 は 一 例 も な いが,高 さは10～15cm前 後 の もの が 多 く,中 に は40cm以 上 に お よぶ も の な ど

器 形 も多様 で あ る 。 口辺 部 は 直 立 す る もの(第11図1・2),内 側 に 弧 を えが い て 外 反 りす る もの

(第11図3～5・7・10),外 反 りして 口縁 部 で 内 轡 す る もの(第11図6・ 第13図1),弱 く内 傾 す る

もの(第11図9)な ど が あ る 。 一 般 に 胴 の 最 大 径 は,中 胴 よ り高 く,底 部 は 平 底 が 主 で あ る 。 第

11図5の 長 形 甕 形 土 器 は,後 半 期 に 属 す る もの と考 え る。

製 法 は輪 積 み が 多 く,器 面 に は,縦 縞 状,一 部 に横 縞 状 のヘ ラ削 痕 が 残 り,さ らに刷 毛 目痕 を

認 め る もの もあ る 。

(2)杯 形 土 器(第14図 ・第15図)

器 形 は ⑧ 口縁 部 が わ ず か に 内 轡 す る素 縁 口辺 で,口 径9～15.5cmの もの(2～4・6・14),③

や や 内 屈 し,口 径 お よ そ12.5cmの もの(7),◎ ほ ぼ 直 立 し て 外側 に 面 を と り,口 径9～13cmの も

の(1・10・15・26),⑪ 内斜 口辺 で,口 径13.5～16cmの もの(8・9・18～20),⑭ 外 反 り 口辺 で,

口径12～13cmの も の(21～25),⑤ 緩 く内 轡 しな が ら外 に 開 き,口 径11.5～12.5cmの もの(12・16・

17),◎ 広 が り口辺 で,内 側 に広 い 面 を もち,頸 部 に稜 をつ くる もの(第15図3・4)な ど が あ り,

口径 対 器 高 の 比 もお よ そ1.97:1～3.7:1と 大 き な 変 化 が あ る。外 面 に は ヘ ラ 削痕 が 残 り,一 部

に 内 面 黒 磨 が あ り(1・2・11・20・ 第15図3・4),底 部 は ほ とん どが 丸 底 で あ る。 しか し,後 半

期 に み られ る 内傾 立 上 が り 口辺 の土 器 は,完 形 で き る もの が な く,出 土 量 も少 量 で あ っ た 。

(3)椀 形 土 器(第15図)

器 形 は,口 辺 部 が 外 反 り し,胴 部 の 張 りの 弱 い もの(2・18)と 強 い もの(5・16),及 び 内 傾

し た立 上 が り口辺 を もつ もの(7)が あ り,後 者 は 後 半 期 に 多 い器 形 で あ る。 外 面 は ほ とん どが

ヘ ラ削 痕 を残 し,丸 底 で あ る 。

(4)堆 形 土 器(第15図)

口辺 部 は 外 反 り し,頸 部 の

くび れ が 強 い もの(9～12)と

弱 い もの(8)が あ り,外 面

はヘ ラ削 痕 が 残 り,丸 底 で あ

る 。

(5)高 杯 形 土 器(第15図)

杯 部 の 器 形 は,素 縁 口辺 か

ら直 線 的 に 胴 部 に 続 く も の

(1)と,杯 形 土 器 の 各 器 形

が み られ,器 台部 は 低 くラ ッ

パ 状 に 開 くもの(3・5・8・

11～16),や や 高 い 器 台 胴 部 か

ら底 部 でL字 形 に 開 く も の 第10図 鉄鍛 ・小 玉 ・土器 の実測 図(上)遺 物 の出土 状 態(下)
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第11図 東裏遺跡出土遺物実測図(1)
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第12図 東裏 遺跡 出 土遺物 実 測 図(II)
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第13図 東裏 遺 跡 出土 遺物 実測 図(III)
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第14図 東裏遺 跡 出土遺 物実 測 図(IV)
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第15図 東裏遺跡出土遺物実測図(V)
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第16図 東裏 遺跡 出土遺物 実 測 図(W)
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(1),及 び ラ ッパ 状 に 開 く もの(7・10),直 立 形 の もの(17)な どが あ る。外 面 に は ヘ ラ 削痕 が 残

り,一 部 に杯 部 内 面 黒 磨 が 認 め られ る(2・6・8)。 また,7の 器 台 部 上 面 に放 射 状 の 刻 み が つ

け られ,杯 部 を接 着 す る とい う珍 しい 手 法 が 用 い られ て い る もの も あ る 。

(6)ミ ニ チ ュア 土 器(第15図)

手 つ くね 製 の椀 形 土 器(13・14・18),甕 形 土 器(15・16),高 杯 形 土 器(17)な ど が 検 出 さ れ,

滑 石 製 小 玉,鉄 鍛 な ど と と もに,こ の遺 跡 の 性 格 に,注 目す べ き問 題 を提 起 して い る 。

(7)須 恵 器(第15図)

今 回 の 調 査 で検 出 され た の は,杯 形 土 器(19),堆 形 土 器(20)と 大 型 の 甕 形 土 器 の破 片 で あ る。

特 に 柑 形 土 器 は,土 師 器 の士甘形 土 器(9),ミ ニ チ ュ ア 土 器(15)の 原 形 をな す もの と して 注 目さ

れ る 。

VIお わ りに

今回の調査の結果,東 裏遺跡は弥生時代後期の3世 紀後半か ら古墳時代初頭,及 び6～7世 紀

にわたる古墳時代後期の複合遺跡と考えられる。なお,古 墳時代後期前半の6世 紀の遺構につい

ては,集 落跡の一部 と考 えてよいであろう。古墳時代後期前半の出土遺物は,鬼 高1式 期に比定

されるもの と考える。しか し,出 土量の多い杯形土器や椀形土器の器形は,す でに中期の様相が

薄れ,は っきり後期の特色を示 していることから,6世 紀 もやや時代の下る時期の ものと考える。

また,出 土例は少ないが,最 上層の出土遺物は,長 形甕形土器など古墳時代後期後半,す なわち

7世 紀の鬼高II式 期に比定され るもの と考えてよいであろう。

さらに,今 回の調査でも課題 として残されたのは,A-2グ リッド及びその拡張区か ら検出さ

れた遺構の性格であろう。今回の調査 と既に保存されている遺物の量を合わせ ると,完 形遺物を

含めて段ボール箱6～7個 に もおよび,さ らに祭祀的な ミニチュア土器や,鉄II・ 滑石製小玉な

どが検出されている。今後東裏遺跡の全容が解明される中で,十 分検討していただきたいと思 う。

今後の調査については,遺 物包含層がかなり深い地層の中にあるので,特 別な工事が行われない

限 り,破 壊の危険はないと考 えるので,慎 重に検討されるよう望みたい。(小 林幹男)

第17図 東裏 遺跡 出 土の ミニ チ ュア土器
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